
（別紙３）

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 17名 （回答者数）
11名

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・実際に行っている工夫点や、まんてんで実施し

た際に有効だったことについては保護者とも共有

し、家庭内がより過ごしやすくなるような工夫を

共有していこうと思います。

2

・室内での活動内容の幅を広げることや、メイン

活動の内容が固定化しないように事業所内で案を

出すとともに、SNSやネットを活用して情報を得

る。

まんてん住之江新北島第二教室

○保護者評価実施期間

○従業者評価有効回答数

・環境設定や活動の内容について、お子さんたちの

過ごしやすさと分かりやすさを大切に考え取り組ん

でいることです。

○事業所名

令和8年1月27日

○事業者向け自己評価表作成日

令和8年1月27日

○保護者評価有効回答数

・お子さんたちが安心して通い、支援について保護

者から満足を得られていることです。

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

・児童が楽しんでもらえる活動内容を考えていま

す。

工夫していることや意識的に行っている取組等

令和8年2月28日

・活動に運動を取り入れていること。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表



3

・利用児童の支援を振り返り、次回利用時の活動

の幅を広げていく。

・職員間で事務業務の進捗を伝え合い、作業の効

率化を図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・近隣の園と交流する機会を検討していこうと思

います。

2

・個々の意見に寄り添った内容を取り入れる。

3

・様々な活動や取り組みをしているが、もっと個々

にあった良い療育や支援が可能ではないか。活動一

つにしても別の視点から見えてくるものがあるかも

しれない。

・連絡ツールを活用して、利用児童の共有をしてい

ます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・活動内容のバリエーション。

・職員同士の連携がしっかりしている。

・地域交流の機会は設けていない。 ・地域交流を行う時間の確保が難しい。

事業所として考えている課題の要因等


